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令和５年２月２８日 
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校長   峰 薫   

２月１８日（土）から１９日（日）にかけて、風

の音が激しく、私は天候の悪さを口実に、家の中にこ

もりきっていました。中国の詩人 孟浩然の「春暁」

を思い浮かべながら。 

 春眠不覚暁   春眠暁を覚えず 

 処処聞啼鳥   処処啼鳥を聞く 

 夜来風雨声   夜来風雨の声 

 花落知多少   花落つること知る多少 

 春の朝は気持ちがよくて、なかなか起きる気持 

 ちにならない 

 ところどころから鳥のさえずりが聞こえてくる 

 夜から風や雨の音がしていた 

 花はどれぐらい散ってしまっただろうか 

私の家の庭の椿や梅の花も散ってしまったに違い

ありません。風の音は気になりましたが、布団の中で

過ごすまどろみの時間の気持ち良さにはかないませ

ん。 

２０日（月）に新聞を読んでいて、この強い風が

「春一番」であったことを知りました。昨年は観測さ

れなかった春一番です。春一番とは、立春を過ぎて初

めて吹く、暖かくて強い南寄りの風のことです。昭和

の時代にキャンディーズという女性３人グループが同

じ名前の曲をヒットさせました。「雪が溶けて川に

なって 流れて行きます つくしの子がはずかしげに 

顔を出します もうすぐ春ですねちょっと気取ってみ

ませんか  風が吹いて暖かさを 運んで来まし

た・・・」という歌詞があり、多くの人がこの曲を聴

いて、春一番は春を告げる爽やかな風だというイメー

ジを持ったのではないでしょうか。 

春一番という言葉の発祥地である長崎県壱岐市に

は、「春 一 番 の 塔」が あ り ま す。1859年（安 政6

年）に、春一番により大勢の地元漁師が遭難しまし

た。そのことがあり、海と共生する壱岐の人々に自然

の怖さを忘れないようにとの思いを込めて昭和62

年、郷ノ浦港入口の公園に船の形をした「春一番の

塔」が建てられたそうです。近くには遭難者の慰霊碑

も建てられています。平戸も海に面し漁業の盛んな地

域です。春一番に悩まされた漁師たちもいたかもしれ

ません。 

冬型の気圧配置を突然打ち壊して吹く暖かく強い

南風の後には、冬型の天気が逆戻りするということで

すから、もうしばらく寒い日が続きそうです。です

が、確かに春の足音は聞こえてきました。春一番とい

う言葉は災害への備えという教訓を語るものでもあり

ますが、この日をきっかけに春を見つけにいくという

のもよいかもしれません。平戸高校の玄関横に秋に植

えたスノードロップもようやく一輪花を付けました。

桜は間に合わないようですが、中庭には紅梅が咲き

誇っています。新しい旅立ちの日が近いことを教えて

くれています。 

「春一番に 春眠暁を覚えず 」 

オランダ ノートルワイク市の生徒とオンライン交流

 ２月１６日（木） 平戸高校とオランダ王国ノールトワイク市にあるレーウェンホルスト中等学校をオン

ラインで結び、１・２年生の代表５名が交流しました。姉妹都市の関係にある両市の観光動画による紹介に

始まり、英語での自己紹介、学校紹介動画と続きました。画面をとおしてですが、楽しい時間を共有できた

ようです。新型コロナの影響を受けて、３年間オランダとの交換留学が途絶えていましたが、令和５年度

は、平戸市とノールトワイク市の姉妹都市間での短期留学交流プログラムが再開される予定です。今回参加

した生徒の中には、ぜひ参加したいと意気込む生徒もいました。 



  

前 期 選 抜 

 
３月の主な行事 

 １日（木） 第４８回卒業証書授与式 

 

 

 ７日（火）～８日（水） 

        県立高校入学者選抜後期試験 

          自宅学習 

 ９日（木）  自宅学習 

１３日（月）  １・２年生ジョブガイダンス 

２４日（金）  令和4年度修了式 離・退任式 

 ２月１日（水）に、高校入学者前期選抜を実施しま

した。国語・数学・英語の３教科の筆記試験と面接を

行い、８日（水）に２０名の合格者を発表しました。

なお、後期選抜は３月７日（火）、８日（水）両日で

実施します。 

２ 学 年 修 学 旅 行 総 合 学 科 発 表 会 

 ２年生の修学旅行を １月２４日（火）から２７

日（金）の３泊４日で行いました。初日は、大寒波

が押し寄せる中、博多駅まで貸し切りバスで、その

後、新幹線に乗り換えて広島へ向かいました。 

 「未知＝今まで体験したことないこと（パウダー

スノーに包まれた雪山でのスキーやスノーボー

ド）」に触れ、大満足の様子でした。レッスン初日

からスノーボードの難しいコースに挑戦する生徒、

スキーの難しい足運びに諦めそうになる生徒と様々

でしたが、２日間で全員が滑ることができるように

なって帰って来ました。 

 平戸とは異なる気候、文化、産業など他県の雰囲

気を十分に感じることができました。修学旅行で学

んだことや体験したことを、今後の人生に生かして

ほしいと思います。 

１日目 原爆ドーム・平和記念公園 

２・３日目 スキー研修 

４日目 マツダ工場見学 

 ２月８日（水）に平戸市ふれあいセンター（中

部公民館）のゆめホールで総合学科発表会を行い

ました。生徒全員が１年間の学びを展示やスライ

ドで発表しました。校外で来賓・保護者の方を招

いての開催は３年ぶりでした。 

 生徒たちの学びが、それぞれの工夫を凝らした

方法で発表されていて、他の発表にさらに興味関

心を刺激された様子でした。 

１年生 「産業社会と人間」 

２年生 「職場体験・来年度の課題研究に向けて」 

３年生 「課題研究」 

展示作品 

発表 


